
「しあわせ」の再定義と定量的尺度作成 

個人の価値実現のあり方を哲学的に検討 

 

概要 

京都大学大学院文学研究科哲学専修・出口康夫教授、大西琢朗特定准教授は、(株)お金のデザイン社・取締

役副会長/ファウンダー廣瀬朋由氏との産学連携共同研究「「しあわせ」の再定義と定量的尺度作成のための調

査研究―個人の価値実現をサポートする金融サービスのあり方を哲学的見地から検討」の成果として、このた

びホワイトペーパーと関連資料を発表します。 

 

本研究イメージ図 (イラスト：星野ロビン) 

本研究は、「お金」だけを扱う従来の金融機関の枠を超えて、より包括的な価値としての「しあわせ」にアプ

ローチしようとするお金のデザイン社廣瀬氏が、「価値の提案」を哲学のミッションとして掲げ、研究・発信

活動を行ってきた出口教授・大西特定准教授に働きかける形で 2021 年にスタートしました。その後、哲学・

心理学・経済学などの従来の幸福研究の成果を踏まえて議論を行い、各個人が自分固有の幸福観を可視化し、

それを実現するための適切な意思決定をサポートする尺度「ライフ・インテグレータ」を作成しました。今後

は、お金のデザイン社が取り組む資産運用を中心とするさまざまな現場で、本尺度がどのように活用できるか

を検討していくことになります。 



 

 

１．背景 

 近年、お金のデザイン社のような金融機関には、「お金」というわかりやすい基準では捉えられない「価値」

へのアプローチが求められています。それは、お金を通じて実現される、より大きな目標としての「幸福」と

は何かという問題であり、もう一つには、SDGs の掛け声のもと、企業の経済活動に対しても要求されるよう

になった倫理的・公共的価値への貢献という課題です。しかし、こうした「お金」よりも包括的な「価値」に

対する見方を言葉にし、顧客に、そして社会に提案することは、従来の金融機関の枠を超える課題です。 

 一方、本学文学研究科・哲学専修の出口教授、大西特定准教授は、「価値の提案」を哲学のミッションとし

て掲げ、研究・発信活動を活発に行なってきました。とくに、コロナ禍の中、大西特定准教授が当時の人社未

来形発信ユニットで運営・配信したオンライン公開講座「立ち止まって、考える」では、出口教授は「われわ

れとしての自己(Self as We)」をテーマとした連続講義を行い、大きな注目を集めました。 

 本研究は、「立ち止まって、考える」を聴講したお金のデザイン社廣瀬氏が、出口・大西両教員に「しあわ

せ」についての共同研究を持ち掛けたことから始まりました。哲学者と金融機関の共同研究は日本のみならず

世界でも珍しい事例だと思われますが、「価値とは何か」という問題意識を共有している点で、自然な組み合

わせであるとも言えます。 

 

２．研究手法・成果 

 本研究は、「各個人が自分固有の幸福観を可視化し、それを実現するための適切な意思決定をサポートする

尺度」の作成を目標としてスタートしました。その尺度項目、すなわち人それぞれの「幸福」を構成するファ

クターとしてどのようなものを設定すべきか、古代ギリシャ以来の哲学的幸福論や、20 世紀以降大きな発展

を遂げた心理学・行動経済学などにおける経験的な幸福／ウェルビーイング研究のサーベイを踏まえて検討し、

それを本研究独自の「ライフ・インテグレータ」尺度としてまとめました。この尺度において、回答者は「し

あわせ」にかかわる 8 項目の質問に対し自身の現状認識と理想を点数化して回答することで、自身の幸福観と

現状のギャップを明確化させ、今後の意思決定に役立てることができます。 

  ライフ・インテグレータ尺度の活用想定例(ホワイトペーパー参照) 

また本尺度は、特定の幸福観の提案ではなく、個人個人で異なりうる幸福観の可視化のサポートを意図して

いますが、その項目の選択と構成には本研究独自の価値観が含まれています。とくに、本尺度の項目は、自律・

自足的人格完成を旨とする「わたし型幸福」にかかわる 4 項目と、他者とのよきケア関係を重視する「われわ

れ型幸福」にかかわる 4 項目からなります。つまり、本尺度には、幸福を「わたし」固有の価値と「われわれ」

の公共的価値のバランスのもとで考えてみませんかという、本研究からの提案が込められています。 

  



 

 

３．波及効果、今後の予定 

 ライフ・インテグレータ尺度は、さしあたってはお金のデザイン社の顧客を対象として活用される予定です

が、そこでの事例をもとに、より一般的な文脈での活用が可能となるように修正改良を行いたいと考えていま

す。また哲学的には、本尺度で提案された「わたし型幸福」と「われわれ型幸福」という対比をより厳密な概

念として練り上げていくことが今後の課題です。 

 

４．研究プロジェクトについて 

哲学的アプローチによるファイナンスの新たな価値に関する共同研究 

 

＜研究者のコメント＞ 

人文学、特に哲学は「新たな価値の提案」の学です。一方、過去１世紀ほど、哲学において

も、専門化・細分化―Th.クーンの言葉を借りればー「通常科学(normal science)化」が進

み、このような哲学本来のあり方が見失われる傾向がありました。21 世紀も中葉を迎えつ

つ、一層混迷を深めつつ世界を前にして、哲学は、今一度、「価値提案の膂力」を鍛え直す

必要があります。今回の共同研究プロジェクトは、このような「鍛え直し」の一助ともなりうるのではないか

と期待しています。（出口康夫） 

「お金」を通じて、一人ひとりが自分らしく生きることを応援することが会社のビジョン

です。https://www.money-design.com/about/ 

人生と資産形成とは表裏一体と考えます。無色透明・客観的な価値でしかない「お金」

を、自分の「しあわせ」色に染めた「お金」として提案していくことが、今後のあるべき金

融機関の使命だと考えています。更に、本研究が資産運用にとどまらず、生活の指針にまで活用できるよう拡

張していきたいです。（廣瀬朋由） 

 今回の共同研究は、自分の哲学研究者としてのスキルを活かして新しい領域へと挑戦す

る貴重な機会となりました。今後は、今回の研究成果をさらに深めていくとともに、この

経験を、哲学を含む人文社会科学とビジネス分野との協働拡大につなげることができれば

と思っています。(大西琢朗) 

 

＜論文タイトルと著者＞ 

タイトル：「しあわせ」の再定義と定量的尺度作成のための調査研究～個人の価値実現をサポートする金融サ

ービスのあり方を哲学的見地から検討～ 

著  者：出口康夫・大西琢朗・廣瀬朋由 

掲 載 先：https://www.money-design.com/news/detail.php?id=333 
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